
4 3 2 1 0 4 3 2 1 0

1 各校務分掌や各年次の連携が円滑に行われている。
9 27 8 1 0

20.0 60.0 17.8 2.2 0.0 3.0

2 本校の教育課程はスクールポリシー、生徒の実態等を踏まえ、適切に編成されている。
9 35 0 0 1

20.0 77.8 0.0 0.0 2.2 3.2

3 「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を選んだ方はその理由を明記してください。

4 各考査間の授業時数平準化と、授業振替による授業時数の確保がなされている。
27 16 1 0 1

60.0 35.6 2.2 0.0 2.2 3.6

5 学校ホームページや配付される連絡文書により、保護者や地域に対し、適切な情報提供が行われている。
23 19 2 0 1

51.1 42.2 4.4 0.0 2.2 3.5

6 あなたは生徒に「なぜ学ぶのか」考えるさせことを意識している。
16 25 4 0 0

35.6 55.6 8.9 0.0 0.0 3.3

7 あなたは生徒に「問う力」を身につけさせることを意識している。
10 27 8 0 0

22.2 60.0 17.8 0.0 0.0 3.0

8 田名部高校は面談や集会、講演会を通して職業意識や進路意識を喚起するなど適切な進路指導がなされている。
23 19 2 0 1

51.1 42.2 4.4 0.0 2.2 3.5

9 進路指導において教職員が連携し合い、適切な支援を行っている。
16 26 2 0 1

35.6 57.8 4.4 0.0 2.2 3.3

10 生徒の学力把握・伸張・定着のために講習（長期休業中、平常、大学個別試験対策）は適切に運営されている。
20 21 1 1 2

44.4 46.7 2.2 2.2 4.4 3.4

11 「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を選んだ方はその理由を明記してください。

12 規律ある学校生活（挨拶・礼儀・容儀・清掃指導など）が送られるよう生徒指導を行っている。
17 26 2 0 0

37.8 57.8 4.4 0.0 0.0 3.3

13 生徒会活動は、生徒の主体性を生かして活発に行われている。
20 22 0 0 3

44.4 48.9 0.0 0.0 6.7 3.5

14 田名部高校の教職員は不登校や精神の悩み・いじめ等について適切に対応している。
25 19 0 0 1

55.6 42.2 0.0 0.0 2.2 3.6

15 「総合的な探究の時間」の実施内容は生徒が主体的に取り組み、自分の考えを表現・発信しできる場となっている。
11 26 5 3 0

24.4 57.8 11.1 6.7 0.0 3.0

16 決算報告は、適切な時期に適正に行われている。
26 12 0 0 7

57.8 26.7 0.0 0.0 15.6 3.7

17 防災計画・避難訓練・安全点検など安全対策が適切に行われている。
27 16 1 0 1

60.0 35.6 2.2 0.0 2.2 3.6

18 図書館は図書選定が適切に行われるなど、生徒、教職員の利用率向上が図られている。
15 24 2 0 4

33.3 53.3 4.4 0.0 8.9 3.3

19 校内ＬＡＮの運用・管理が的確に行われている。
30 14 1 0 0

66.7 31.1 2.2 0.0 0.0 3.6

20 その他ご意見があればこちらにご記入下さい。

割合

↓下記セルに実数を入力↓

平均値

令和８年度 第１回 学校評価(教職員用) 集計結果

実施方法：Ｇｏｏｇｌｅフォームにて調査・集計

回答者数：４５名

回答内容：４．そう思う　３．どちらかといえばそう思う　２．どちらかといえばそう思わない　１．そう思わない　０．よく分からないので回答不能

No. 評価項目
回答数

実施時期：６月１６日（火）～７月３日（金）

※平均値は「０」を選択
した人数を除いて算出



令和８年度 第 1回 学校評価(教職員用) 集計結果 

 

 

実施時期：６月１６日（火）～７月３日（金）   

回答方法：Ｇｏｏｇｌｅフォームにて調査 

回答者数：４５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を選んだ方はその理由を明記してください。氏名の記入も

お願いします。   

・１の質問について→今まで自分が所属してきた分掌や年次に比べると現在所属している自分の年次は連携が

足りていないと思います。年次として共通の目標のようなものも無いので、チームとしてではなくそれぞれ

が個人として頑張っている状態になってしまっていると思います。迷った時や困った時も周りに聞くよりも

自分でどうにかして解決するようにしてしまっています。ですので「そう思わない」を選びました。今後も

っと改善できるように努力していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」を選んだ方はその理由を明記してください。氏名の記入

もお願いします。   

・７の質問について→前校長先生に言われてから意識するようにはしていますが、現状そのような授業ができ

ていないので「どちらかといえばそう思わない」を選びました。 

・実施されるべき進路行事が年次によりバラバラである。何でもスクラップすればよいものでもない。適性検

査、学部学科研究後の文理選択、積極的なＯＣへの参加奨励、年次ごとの段階的な小論文指導[模試も含む]、

進路講演会、就職はもちろん、一般入試でも課される志望理由書への対策指導、総探において省略してしま

った個人の課題研究等、年次ごとに、時機を逸することなく適宜実施できていたものをなくしたことで、適

時適切な進路指導が入らないままただただ月日が流れてしまい、何かを決める時期を迎え、生徒が悩みを抱

えたまま進路を決める。教務・進路指導・生徒指導・図書探究各部で協議し、柔軟なＨＲ活動、総探の時間

の活用を再考する必要がある。 

・「生徒に時間を返す」といってやらないことを美徳化してる。返した時間は生徒 or各年次に丸投げ。希望者

講習(難関講習)はその時の年次によって対応が違う。一貫していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．その他ご意見があればこちらにご記入下さい。 

・生徒のみならず，年齢層の若い教職員が多勢な本校の今後の成長・利益のために、学校全体としての３年間

を見通した進路指導・キャリア教育の年間指導計画をしっかりと協議し、見直す必要がある。ここ数年で、

他校で学校経営上、通常運転時に当たり前にできていることまでスクラップしたことで、得られたものが何

かを問いたい。 

・行事の内容はもう少し教員間で予め計画したり打ち合わせたりできるかなと思うことがいくつかありまし

た。 

・年次と分掌が、よりよいかたちで協力できる体制を構築していく必要性を感じています。年次・分掌ともに、

業務に対する負担感が増しており、その影響で余裕がなくなったり、相互に仕事を任せきりにしてしまうこ

とにつながったりしているように感じます。それぞれが業務を精選しながら、適切な時期に適切なかたちで

協力して、相互の負担を軽減できるかたちを模索していきたいと考えています。まずは自分が所属する分掌

の業務の精選から始めていきます。 

 

 


